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●
Ｓ
Ｃ
Ｏ
団
体
成
績
合
格
率
44
・

0
％
で
十
六
銀
行

　

去
る
1
月
27
日
、
弊
会
星
野
副
理

事
長
が
十
六
銀
行
執
行
役
員
人
事
部

長 

高
橋
義
信
氏
を
訪
ね
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ

団
体
優
秀
賞
を
授
与
し
た
。
試
験
結

果
に
つ
い
て
高
橋
部
長
に
お
話
を
伺

っ
た
。

　

高
橋
部
長
は
記
者
の
質
問
に

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

―
貴
行
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
検
定
試
験

の
毎
年
の
団
体
成
績
で
常
に
上

位
に
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
合

格
率
44
・
0
%
、
平
均
点
58
・

6
点
の
好
成
績
で
最
優
秀
団
体

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
橋　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

―
毎
年
試
験
成
績
が
上
位
な
の

は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
な
の
で

し
ょ
う
か
。

高
橋　

Ｓ
Ｃ
Ｏ
試
験
は
、
役
席

者
の
昇
格
条
件
の
一
つ
と
し
て

採
用
し
て
い
ま
す
し
、
も
ち
ろ

ん
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
知
識

は
必
須
の
も
の
と
し
て
奨
励
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
制
度

は
か
な
り
前
か
ら
導
入
し
て
い

る
の
で
、
資
格
取
得
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
役
席
へ
の
昇
格
条
件
で
す
か
ら
、

受
験
者
に
は
あ
る
程
度
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
が
働
い
た
と
…
。

高
橋　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い

て
当
行
は
常
時
研
修
し
て
お
り
、
そ

の
必
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
先
輩

が
積
極
的
に
取
得
し
て
き
た
資
格
と

し
て
定
着
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　

現
に
、
私
も
十
数
年
前
に
勉
強
し

て
Ｓ
Ｃ
Ｏ
資
格
を
取
得
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

　平成26年１月、５月、11月開催の金融検定試験18科目の合計は、受験者数26,349人、合格
者数11,879人、合格率45.1％となった。このうちの暦年団体表彰対象の試験は８試験で、団体
９社が最優秀団体賞を授与された。
　表彰は１月下旬、２月上・中旬に副理事長星野広友が十六銀行、南都銀行、大分銀行、四国銀行、
知多信用金庫、碧海信用金庫、浜松信用金庫、福屋ホールディングス、常務理事安立充典が千葉
信用金庫のそれぞれ団体教育責任者を訪ね、団体最優賞（何れもオニックス製盾）を授与した。

●平成26年金融検定協会暦年団体表彰●

図表　平成26年金融検定試験結果一覧表
試験科目 申込者数 受験者数 合格者数 合格率 平均点 最高点 最低点 団体数

ＳＣＯ 6,284 5,382 1,567 29.1 50.8 86 10 271

ＡＣＯ 3,728 3,375 1,552 46.0 54.9 90 10 223

個人情報 1,406 1,268 894 70.5 65.6 82 26 138

資産査定３級 2,648 2,259 1,025 45.4 56.1 96 6 281

資産査定２級 2,238 1,805 576 31.9 52.2 88 18 229

住宅ローンアドバイザー 6,758 5,863 2,646 45.1 52.3 92 10 336

事業再生アドバイザー 2,839 2,448 898 36.7 54.6 92 0 142

相続３級 1,842 1,652 991 60.0 61.8 96 10 166

その他試験 2,783 2,297 1,730 75.3

　合　　計　 30,526 26,349 11,879 45.1 　 　 　

左から高橋部長と星野副理事長
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―
合
格
率
の
高
さ
は
こ
れ
ま
で
の
取

組
の
積
み
重
ね
で
す
ね
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｓ
Ｍ
団
体
成
績
合
格
率
86
・

0
％
で
千
葉
信
用
金
庫

　

去
る
1
月
29
日
、
安
立
常
務
理
事

は
千
葉
信
金
専
務
理
事 
上
岡
高
氏

を
同
本
店
に
訪
ね
、
個
人
情
報
取
扱

者
平
成
26
年
暦
年
団
体
優
秀
賞
の
表

彰
盾
を
授
与
し
た
。

　

表
彰
経
緯
は
受
験
者
数
50
名
に
対

し
て
、
合
格
者
数
43
名
、
合
格
率
が

全
国
平
均
70
・
5
％
に
対
し
て
86
・

0
％
と
抜
群
の
成
績
で
あ
っ
た
。

―
合
格
率
86
・
0
％
と
圧
倒
的
な
数

字
が
受
賞
の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
高
合
格
率
の
要
因
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
？

上
岡
専
務
理
事　

Ｐ
Ｓ
Ｍ
試
験
は
新

入
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
学
習

の
第
1
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
入
庫
す

ぐ
の
5
月
の
試
験
を
受
験
す
る
よ
う

に
勧
め
て
い
ま
す
。
26
年
度
か
ら
は
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
中
で
個
人

情
報
保
護
に
つ
い
て
の
研
修
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
組
み
込
ん
だ
の
で
、
そ
れ

が
早
速
成
果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

―
Ｐ
Ｓ
Ｍ
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
、
Ｓ

Ｃ
Ｏ
な
ど
他
の
科
目
で
も
こ
れ
ま
で

数
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

上
岡
専
務
理
事　

当
金
庫
で
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
経
営
の
最
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
試
験
の
合
格
は
昇
格

要
件
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
ま
す
の
で
、

職
員
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
Ｐ
Ｓ
Ｍ
試
験
は
全
職
員
の
99
・

2
%
が
合
格
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

Ｐ
Ｓ
Ｍ
で
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
他
の
科
目
で
も
い
た
だ
け
る
よ

う
に
一
層
、
奨
励
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
資
産
査
定
2
級
団
体
優
秀
賞
に

大
分
銀
行

　

去
る
2
月
17
日
、
弊
会
星
野
副
理

事
長
は
大
分
銀
行
人
財
開
発
部 

田

中
秀
幸
部
長
を
訪
ね
て
、
資
産
査
定

2
級
優
秀
団
体
賞
を
授
与
し
た
。
合

格
率
70
・
9
%
、
平
均
点
63
・
1
点

と
抜
群
の
成
績
で
の
受
賞
で
あ
る
。

　

田
中
部
長
は
記
者
の
質
問
に
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

―
昨
年
は
、
資
産
査
定
3
級
試
験
の

優
秀
団
体
賞
を
取
ら
れ
、
今
回
は
2

級
の
優
秀
団
体
賞
で
、
2
年
連
続
の

快
挙
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

田
中　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
採
用
し
た
わ
け
で
す
が
、

ま
ず
通
信
教
育
講
座
を
受
講
し
て
も

ら
い
、
受
講
生
は
必
ず
受
験
・
合
格

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
能
力
開
発
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
査
定
3
級
は
2
ポ

イ
ン
ト
、
査
定
2
級
は
3
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
て
い
る
の
で
、
取
組
も
真

剣
で
す
。

―
資
産
査
定
試
験
の
ど
の
よ
う
な
点

を
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
？

田
中　

融
資
の
で
き
る
人
財
育
成
が

急
務
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
も
っ
と

言
え
ば
、
資
産
査
定
の
実
務
が
理
解

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
ず
査
定
の

力
を
付
け
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
最
近

で
は
、
金
融
庁
も
、「
事
業
性
評
価

左から上岡専務理事と安立常務理事

右から田中部長と星野副理事長
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の
力
」
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
点

で
、
本
試
験
は
相
当
に
役
立
つ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
ま
ず
査
定
3

級
合
格
者
に
対
し
て
、
行
内
で
フ
ォ

ロ
ー
研
修
を
継
続
し
て
い
き
、
底
辺

を
広
げ
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
図

り
ま
す
。
特
に
平
成
19
年
か
ら
６
年

間
に
わ
た
り
、
１
０
０
名
超
を
採
用

し
て
お
り
、
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
世
代
が

30
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
層
に
、
き
ち
ん
と
し
た
教
育
を
施

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
産
査
定
2
級
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、
融
資
に
直
結
す
る
通
信
講
座
の

受
講
奨
励
、
書
籍
の
斡
旋
な
ど
、
こ

れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
資
産
査
定
3
級
団
体
優
秀
賞
に

知
多
信
用
金
庫

　

去
る
2
月
3
日
、
弊
会
星
野
副
理

事
長
は
知
多
信
用
金
庫
理
事
人
事
教

育
部 

榊
原
部
長
を
訪
ね
て
、
資
産

査
定
3
級
優
秀
団
体
賞
を
授
与
し
た
。

　

榊
原
部
長
は
、
記
者
の
質
問
に
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

―
こ
こ
数
年
良
い
成
績
で
す
。
ど
の

よ
う
な
取
組
で
し
ょ
う
か
。

榊
原　

事
業
性
融
資
判
断
能
力
を
高

め
、
融
資
推
進
で
き
る
人
材
育
成
が

急
務
で
し
た
。
住
宅
着
工
件
数
も
頭

打
ち
の
中
、
地
域
創
生
の
た
め
に
は
、

ど
う
し
て
も
事
業
性
融
資
の
で
き
る

人
材
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

―
ど
の
く
ら
い
の
層
に
奨
励
い
た
だ

い
て
い
ま
す
か
？

榊
原　

支
店
長
代
理
（
融
資
担
当
、

渉
外
担
当
）
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
通
信
教
育
を
し
っ
か
り
受

講
し
て
も
ら
い
ま
す
。
さ
ら
に
社
内

で
、
直
前
対
策
研
修
会
を
開
催
し
、

そ
の
後
受
験
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

―
そ
れ
で
合
格
率
も
高
い
の
で
す
ね
。

榊
原　

合
格
す
る
ま
で
、
受
験
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
組
み
で
す
。

本
試
験
を
導
入
し
て
、
融
資
の
で
き

る
人
材
が
育
っ
て
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
引
続
き
奨
励
し
て
い
き
ま

す
。

―
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
住
宅
ロ
ー
ン
Ａ
Ｄ
の
住
宅
事
業

者
部
門
団
対
賞
に
福
屋
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

　

去
る
1
月
20
日
、
弊
会
星
野
副
理

事
長
が
福
屋
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
人

事
総
務
部
人
事
課 

三
好
哲
也
氏
を

訪
ね
、
住
宅
ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

住
宅
事
業
者
部
門
の
優
秀
団
体
賞
を

授
与
し
た
。

　

記
者
の
質
問
に
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。

―
最
近
厳
し
い
合
格
率
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
御
社
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
業

界
の
30
％
台
を
上
回
り
ま
し
た
。
ま

た
、
毎
回
多
数
の
受
験
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

三
好　

弊
社
で
は
営
業
幹
部
の
昇
格

要
件
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
社
内

で
選
抜
試
験
を
実
施
し
、
合
格
者
を

受
験
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
受
験

対
象
者
に
は
受
験
対
策
研
修
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
対
策
研
修
会
の
費

用
や
受
験
費
用
は
す
べ
て
法
人
負
担

で
す
。
こ
の
た
め
職
員
は
真
剣
に
学

習
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
住
宅
ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

格
を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

三
好　

当
グ
ル
ー
プ
は
、
新
築
販
売
、

中
古
住
宅
の
仲
介
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、

建
替
え
の
提
案
な
ど
幅
広
く
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
住
ま
い
に
関
す

る
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
資
金
計

画
、
住
宅
税
制
、
諸
手
数
料
等
の
相

談
に
乗
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
さ
に
本
資
格
は
、
こ
の
実
務
に
直

左から榊原部長と星野副理事長
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結
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新
卒
者

へ
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
住
宅
ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
金

融
部
門
団
体
優
秀
賞
に
碧
海
信

用
金
庫

　

去
る
2
月
3
日
、
弊
会
星
野
副
理

事
長
は
碧
海
信
用
金
庫
人
材
開
発
部 

奥
田
香
澄
副
部
長
を
訪
ね
て
、
住
宅

ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
金
融
部
門
優

秀
団
体
賞
を
授
与
し
た
。
試
験
成
績

は
合
格
率
68
・
9
%
、
平
均
点
61
・

7
点
で
あ
っ
た
。

　

奥
田
副
部
長
は
記
者
の
質
問
に
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

―
平
均
点
61
・
70
点
、
合
格
率
68
・

9
％
は
か
な
り
良
い
成
績
で
す
が
、

受
験
対
象
者
を
絞
ら
れ
た
の
で
す
か
。

奥
田　

い
い
え
。
住
宅
ロ
ー
ン
の
実

務
に
密
着
し
て
い
る
資
格
と
し
て
、

ひ
ろ
く
奨
励
し
ま
し
た
。

―
受
験
料
は
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
。

奥
田　

受
験
料
は
、
合
格
者
に
つ
い

て
は
全
額
金
庫
負
担
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
習
の
た
め
の
通
信
講
座

は
、
受
講
料
の
3
分
の
2
を
受
講
修

了
者
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

―
そ
の
た
め
、
受
験
生
も
多
く
、
合

格
率
も
高
い
の
で
す
ね
。
今
後
、
業

務
に
活
か
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

奥
田　

実
際
、
顧
客
の
相
談
に
つ
い

て
、
即
対
応
で
き
る
知
識
が
身
に
つ

い
た
と
営
業
店
の
評
判
は
大
変
良
い

で
す
。
そ
の
点
今
回
の
団
体
賞
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
一
層
、
住
宅

ロ
ー
ン
相
談
、
営
業
に
弾
み
が
つ
く

も
の
と
思
い
ま
す
。
継
続
し
て
本
資

格
取
得
を
奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

―
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
事
業
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
優
秀

団
体
賞
に
四
国
銀
行
が
受
賞

　

去
る
1
月
22
日
、
弊
会
星
野
副
理

事
長
は
四
国
銀
行
人
事
部 

五
百
蔵

誠
一
執
行
役
員
部
長
を
訪
ね
て
、
団

体
優
秀
賞
を
授
与
し
た
。
試
験
成
績

は
、
合
格
率
43
・
2
%
、
平
均
点

57
・
4
点
で
あ
っ
た
。

　

五
百
蔵
執
行
役
員
部
長
は
記
者
の

質
問
に
次
の
通
り
語
っ
た
。

―
昨
年
の
、
多
数
の
受
験
者
、
か
つ

大
変
良
い
成
績
で
し
た
。
事
業
再
生

へ
の
取
組
み
は
ど
の
よ
う
に
？

五
百
蔵　

高
知
市
内
で
は
、
再
生
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
少
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
県
経
済
の
た
め
に
も
事
業

再
生
は
大
変
重
要
な
位
置
づ
け
で
す
。

特
に
東
北
大
震
災
の
教
訓
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
東
南
海
地
震
が
予
想
さ

れ
る
当
地
区
で
は
、
県
外
資
本
の
流

失
や
人
の
移
動
の
影
響
が
顕
著
に
現

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
事
業
再
生

が
わ
か
る
人
材
育
成
が
急
務
と
な
り

ま
し
た
。

―
本
試
験
は
、
ど
の
層
が
受
験
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

五
百
蔵　

地
域
創
生
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
資
格
は
そ
の
点
も
考
慮
し
、

支
店
長
の
推
奨
資
格
と
し
て
お
り
ま

す
。

―
支
店
長
ク
ラ
ス
で
す
と
、
い
ま
さ

ら
検
定
試
験
、
と
い
う
声
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
か
？

五
百
蔵　

い
い
え
、
実
務
に
役
立
つ

試
験
と
の
評
判
で
す
。
今
回
の
表
彰

は
、
大
変
励
み
と
な
り
ま
す
。
一
過

性
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き

奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

●
相
続
3
級
試
験
団
体
優
秀
賞
に

浜
松
信
用
金
庫

　

去
る
２
月
３
日
、
弊
会
星
野
副
理

事
長
は
浜
松
信
用
金
庫
人
事
部
人
財

開
発
課 

清
水
課
長
を
訪
ね
て
、
団

右から五百蔵執行役員部長と星野副理事長
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体
優
秀
賞
を
授
与
し
た
。
本
試
験
の

表
彰
は
、
26
年
が
初
め
て
で
あ
る
。

同
金
庫
の
試
験
結
果
は
、
合
格
率

70
・
0
%
、
平
均
点
63
・
９
点
で
あ

っ
た
。

　

清
水
課
長
は
、
記
者
に
次
の
通
り

語
っ
た
。

―
合
格
者
数
も
１
６
８
名
と
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
理
由
は
何
で
す
か
？

清
水　

相
続
が
、
喫
緊
の
テ
ー
マ
と

い
う
こ
と
で
、
広
く
募
集
し
ま
し
た
。

窓
口
担
当
の
方
も
受
験
し
た
よ
う
で

す
。

―
24
年
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
も
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

清
水　

金
融
検
定
協
会
の
試
験
は
、

実
務
に
直
結
す
る
試
験
が
多
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
募
集
に
工
夫
は
し
て
い

ま
す
が
、
現
場
で
役
立
つ
の
で
、
一

生
懸
命
勉
強
し
て
合
格
し
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

―
募
集
の
工
夫
は
、
ど
の
よ
う
に
？

清
水　

ま
ず
営
業
店
に
は
、
次
長
が

研
修
担
当
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
も
、
研
修
担
当
が
対
象
を
問
わ
ず

に
薦
め
て
く
れ
た
結
果
で
す
。
ま
た

合
格
者
に
は
、
受
験
料
の
ペ
イ
バ
ッ

ク
も
し
て
い
ま
す
。
団
体
表
彰
は
大

変
喜
ば
し
い
で
す
。
今
後
も
実
務
に

役
立
つ
試
験
を
積
極
的
に
採
用
、
紹

介
し
ま
す
。

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

●
Ａ
Ｃ
Ｏ
団
体
優
秀
賞
に
南
都
銀

行

　

弊
会
は
、
南
都
銀
行
人
事
部
に
Ａ

Ｃ
Ｏ
優
秀
団
体
賞
を
授
与
し
た
。
試

験
成
績
は
合
格
率
68
・
1
%
、
平
均

点
63
・
8
点
。

　

同
行
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
試
験
が
必
修
試

験
と
な
っ
て
お
り
Ａ
Ｃ
Ｏ
試
験
は
、

そ
の
前
段
と
し
て
推
奨
試
験
の
扱
い
。

Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
試
験
と
も
、
試
験

自
体
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、
受
験

生
も
多
い
と
の
こ
と
。
自
己
啓
発
に

相
当
、
力
を
入
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
奨
励
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。


